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はじめに

 解明基本磨?2005)では食育を、 「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の

基礎となるべきもの」と位置付け、特に子どもに対する食育を重視するとともに、その推

進のために教育関係者の取組が強く期待されている。文部科学省(2007) 「食に関する指

導の手引き」によれば、近年、日本は核家族化の進展、共働きの増加などの食生活の多様

化などによって、保護者が子どもの食生活を十分に把握し管理していくことが困難となっ

ている。このことが学校で食性を推進する理由である。

 内閣府(2007)は「食に関する意識調査」を行っている。ここには「肥満や痩せすぎの

問題」 「食品の安全確保」 「食にまつわる文化や伝統」など多くの質問項目がある。これ

らを「生育」を示す基準として考えた。食育の指導には教科書が必要である。そこで家庭

科教科書に食育がどのように説明されているのかを明らかにしていく。

1)小学校家庭科教科書(渋川，2004) (櫻井，2004)、中学校技術・家庭教科書(中間，

 2005)  (カロ藤， 2005)

2)食育に関する意識調査報告書

2-1 小・中学校家庭科教科書と食育

内閣府(2007)の「自身に関する意識調査」の内容が、小・中学校の家庭科教科書にどの

ように記述されているか調べ、その結果を表1，2に示した。
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表1小学校家庭科教科書の「三二 について
調査項目 教科書の記述 教科書ページ

1食育の言葉の意味 なし

3一②食生活の乱れ(栄養バランス
ﾌ崩れなど)

なし

3一③肥満ややせすぎなどの問題 なし

なし薫灘窪覆加の問題
なし

3一 食にまつわる文化や伝統 TEp61
みその種類や作り方を調べてみよう KEp39
なし

暑≡雛魏睾錐馨需会妻舞信頼

なし

なし§≡畿甚雛鑛融監大切
なし

6栄養バランスの重要性 私たちが健康を保ち、元気に生活するには、栄養素が必要です。食品に含ま
黷ﾄいる栄養素は食品の種類によって違います。体に必要な栄養素全てを、
ｿょうどよい割合で含んでいる食品はありません。そのため、私たちは、いろ

｢ろな食品を組み合わせて食べなければなりません。

TEp2627

食品は、ふくんでいる栄養素の種類や量が違うので、その特微から3つのグ
求[プに分けることができます。3つのグループはさらにくわしく3つにわける
ｱとができ、これを「6つの食品群」といいます。どの群がらも食品を選んで多く
ﾌ種類の食品を食べるようにすると、栄養素がかたよらず、バランスのよい食
魔ﾉなります。

TEp62

私たちは、一回の食事で、ごはんやパンなどの主食に、味噌汁やスープなど
ﾌしる物、おかずなどを組み合わせて食べています。ごはんとみそしるにおか
ｸを加えることで、よりたくさんの種類の食品を食べることができるのです。

TEp63

家族のために、栄養的にバランスのよい食事を考え、つくってみよう。 TEp78
お弁当をつくろういうどりを考え、栄養的にバランスのよいお弁当にする。 TEp85

バランスのよい食事をしょうわたしたちが食べている食品には、いろいろな
h養素がふくまれています。これらは体の中で消化・吸収され、体をつくった
閨Aエネルギーのもとになったり、体の調子を整えたりするなど、それぞれち
ｪったはたらきをしています。

KEp40

はたらきのちがう多くの食品を組み合わせて食べることは、楽しみであるだけ
ﾅなく、成長し、健康を保つためにも必要です。成長期にあるわたしたち、特に
oランスのよい食事を食べるようにしましよう。

KEp41

バランスのよい食事をしているか、食品の組み合わせを見直してみよう。 KEp83
健康を保つためには、数多くの食品を組み合わせて食べることが大切です。
v画を立てたら、用いた食品を体内でおもなはたらきによる三つのグループに
ｪけて、食事の栄養的なバランスがとれているか確かめましょう。

KEp85

7食を通じたコミュニケーション 毎日の生活の中で、食事やおやつの時間は、家族が心をふれ合わせることの
ﾅきるとても大切なひとときです。

TEp6，7

食事の目的は、体に必要な栄養素をとることだけではありません。家族や親し
｢人といっしょに食事をすることによって、おたがいのつながりを深めることも
ﾚ的のひとつです。

TEp84

おとうさん「得意料理と楽しい話題づくりを」休日は家族みんなの好きなメ

jューにうでを振るいます。食事の時間は、学校や家の出来事などをみんな
ﾅ楽しく話しながら、過ごすようにしています。おかあさん「朝食はいっしょに」

墲ｪ家は、共働きなので、家族そろってタ食をとることがなかなかできませ
�Bそこで、朝食だけでも、家族そろってあたたかいごはんとみそしるを食べる
謔､に心がけています。

TEp85

家族と話し合ったり、団らんしたりするとき、菓子や飲み物があると楽しくなりま

ｷ。ここでは、かんたんな食べ物と飲み物を用意団らんの場をもつ計画を立
ﾄ、家族とのふれあいを深めましょう。

KEp52

家族と楽しく食事をしよう食べ物には、体を成長させたり、エネルギーになっ
ｽりするなどのはたらきがあります。また、みんなでいっしょに楽しく食事をす
驍ｱとで、心をなごませたりするはたらきもあります。食事をするときには、会
bを楽しむなど、家族とのふれあいを深めるくふうをしていきましょう。

KEp88

8朝食など規則正しい食生活 朝の生活を見てみようわたしたちは、朝起きてから学校に行くまでに、どのよ
､に生活をしているでしょうか。朝の時間をあわただしく過ごしたり、朝食をゆっ
ｭり食べられなかったり、時には朝食を食べなかったりすることはないでしょう
ｩ。余ゆうをもって1日を始めることができるように、朝の時間の過ごし方を考
ｦましょう。

KEp54

朝の生活の見直し(図で提示) KEp55

朝食は、わたしたちが午前中に活動するのに必要なエネルギーを得るために
蜷ﾘな食事です。

KEp58

ごはんとみそしるの配ぜん例(写真で提示) TEp61

10普段の料理の実践 まかせてね！きょうのごはん TEp76

11食前・食後のあいさつ なし

12食べ残しを減らす努力 なし

13食べ残しなど「もったいない」の意 なし

14自分の地域の郷土料理や伝統食 地域の産物を使ったおかずの例(写真で提示) KEp84
15行事食 なし

＊TE＝東京■籍「新編新しい家庭」(平成16年)、KE＝二二堂「わたしたちの家庭科」(平成16年)、p＝ページ
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表2中学校家庭科教科書の「食育」について

調査項目 教科書の記述
教科書の

yージ

1食育の言葉の意味 なし

3一②食生活の乱れ(栄養バランスの

�黷ﾈど)

なし

3一③肥満ややせすぎなどの問題 なし

3一④生活習慣病の増加の問題

塩分、糖分調べ食塩や砂糖の取りすぎは高血圧、肥満など、生活習慣病の原因になるといわれる。ふ

ｾん食べているものにはどれくらい塩分や糖分がふくまれているか調べる。 了Jp77

かたよった食生活を長い間続けることで、生活習慣病になることがあります。
KJp64

3一⑤食品の安全確保 生鮮食品は、鮮度が低下しやすく、腐敗も早く、保存期間が短いので、購入するときには、鮮度に注意し

ﾄ新鮮なものを選ぶようにしましよう。また、包装されているものには、包装した日づけや生産地、名称な

ﾇの表示が義務づけられているので、購入するときに確かめましょう。
TJp36

期限は、品質のよい状態が保たれる期間が消費期限や賞味期限として表示されています。これらは、表

ｦされた方磨翌ﾅ保存したときの期限なので、保存に注意する必要があります。 TJp38

食品添加物は、食品を製造・加工するときに、品質の改良、保存性の向上、着色や調味料などを目的と

ｵて加えられる物質です。安全性が確かめられたうえで、食品衛生磨翌ﾅ使用を許可されますが、一度許

ﾂされても安全性に疑いが生じた場合は禁止されます。長時間とり続けたり、数種類のものを一度にとっ

ｽりした場合の体内での作用は、完全に明らかになっているわけではありません。できるだけ食品添加

ｨの少ないものを選ぶようにしましよう。

TJp39

購入した食品は、味や品質を損なわないように衛生的に保存します多くの食品は、包装して低温で保存

ｵた方が変質は起こりにくくなりますが、冷蔵しても、腐敗は止められません。冷凍すると腐敗はしません

ｪ、ロざわりを損なったり乾燥したり、いくらか変質したりします。目的に合わせて上手に保存することが

蜷ﾘです。

TJp40

近年、食品の安全に関して、輸入食品の保存のために使われる薬品や、食品の生産地をいつわった表

ｦなど、さまざまな問題がおこっています。これに対し、食品安全基本磨翌ｪ施行されました。 TJp66

食品の表示からわかること TJp70

食品の品質や安全性に対する消費者の関心の高まりから、販売されるすべての飲食料品には品質表示

ｪつけられるようになりました。 KJp36

多種類の食品添加物を一度に商った場合や、長時間迫り続けた場合の人体の影響などを、心配する人

烽｢ます。加工食品を選ぶときは、表示をよく見て、どのような食品添加物が使用されているか確認し

ﾄ、選ぶようにしましよう。

KJp37

食品は、味や品質を損なわないように衛生的に保存します。保存のしかたを誤る、変質・乾燥したり、細

ﾛが増殖したりして腐敗を起こしたり、食中毒の原因になることもあります。 KJp38

食中毒に注意しよう 食品の保存や調理を衛生的に行わないと、食品に付着した細菌が繁殖し、食中

ﾅを引き起こすことがあります。 KJp42

食品の安全 食品の輸入増加にともなって、農薬や原産地をいつわる不正表示などの新たな問題が生

ｶています。
KJp58

食品の安全確保のため、2003年に食品安全基本磨翌ｪ施行され、科学的、客観的、中立公正に食品が

注Nに与える影響を評価する求頼ﾖとして、食品安全委員会が発足しました。 KJp59

食の安全・信頼をおびやかす事件の例 KJp59

3一⑥食にまつわる文化や伝統 文化を伝える。食文化は、食べることに関する人の知恵と努力の結晶である。食品の生産加工、調理

ﾈどの工夫は、それぞれの家庭や地域、国ではぐくまれ、食文化として伝えられている。
1'Jp19

和食のよさをしろう日本でとれるしゅんの野菜や魚を使った伝統的な和食のよさを栄養的な面からも見

ｼし、より豊かな食生活にしていきましょう。
TJp33

日本では、古くから梅をさまざまに加工して、長い時間楽しめる食品にかえてきました。 TJp40

3一⑦海外からの食料輸入への依存 食料自給率と輸入量(図で表示) TJp67

国内でまかなえる食料の量には限りがあります。不足した食糧はどのようにまかなっているのでしょう。

i写真・表の提示)
KJp4

日本は農産物をはじめ多くの食品を外国から輸入しており、現在では世界で最大の食糧輸入国といわれ

ﾄいます。
KJp58

3一⑧消費者と生産者間の交流や信 地産地消の取り組み 生産者と消費者が近くにいるという関係から、より安心で、安全な食品を手に入

黷驍ｱとができます。
TJp85

産地直送の野菜を販売する 地域で生産したものを地域で消費する(写真で提示) KJp3

3一⑩大量の食料廃棄問題 大量の食料が捨てられたり、食べ残しがふえたりしています。わたしたちの食生活を見直して、食料資源

�ﾞだにしない方磨翌�lえましょう。 TJp66

食品のゴミを考えよう食品廃棄物は、食品産業全体で1年間に1千万t以上出ています。2000年には

H品リサイクル磨翌ｪ制定され、食品のリサイクルに取り組む企業も出てきています。こういつた取り組み

ﾆ同時に、食品廃棄物を少なくするために、個人や社会でできることを考えていきましょう。
'「Jp68

食品のリサイクル わたしたちが食べた食品は、体の中で消化・吸収されますが、食べなかった野菜な

ﾇは、どのようになるのでしょう。最近では食品の再利用のしかやもくふうされてきています。(写真で提

ｦ)

KJp4

3一⑪食に対する感謝の念の大切さ なし
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6栄養バランスの重要性 栄養素と体の関係(図で提示)栄養素のはたらき TJp21

必要な栄養素をバランスよくとるために、各回の食品を組み合わせて取るように。 TJp24
食品群別摂取量のめやす毎日の食事で食事摂取基準を満たすために、どのような食品をどのくらい食べればよいかを示したものが、食品登別摂取量のめやすです。

TJp25

6つの食品群(図で提示)
TJp26

バランスのとれた食生活を考えようできるだけ多くの種類の食品を組み合わせることで、バランスのと

黷ｽ食事になります。 TJp30

 1日の献立1回の食事で十分な量をとることができない場合もあるので、1日のうちで補うように献立

�lえましょう。献立を点検しよう(表で提示)
TJp31

健康を保つには、どのような食事をどのぐらい食べるかという食事の内容が大切です。
KJp23

健康を雑持・促進し、成長するために必要なエネルギーや栄養素の量を示したものを食事摂取基準とい

｢、年齢、性、日常生活の内容の違い(身体活動レベル)によって示されています。 KJp28

食事摂取基準を満たすために、どのような食品をどれだけ食べたらよいかを示したものが、食品二二摂

譌ﾊのめやすです。 KJp30

栄養素のバランス 自分の好きなものだけの食事や間食を続けていると、栄養素のバランスがくずれる

ｱとにもなります。6つの基礎食品群からかたよりなく、できるだけ多くの食品を選ぶと、栄養素のバラン

Xがとれるようになります。
KJp56

家族や友人とともにする食事は、大切なコミュニケーションの場となります。しかし最近の食生活では、一

lだけで食事をとったり(孤食)、いっしょに食事をしてもそれぞれが食べたいものを食べたり(個食)す

驕Aいわゆる「こしょく」がふえています。
KJp63

7食を通じたコミュニケーション 楽しい会食わたしたちの生活の中で、食事は大切な役割を果たしています。ひとりで食事をしても食欲

�桙ｽすことはできますが、だれかといっしょに食事をすることで、よりおいしく感じたり、気持ちが豊かに

ﾈったりします。

TJp75

家族や友人と楽しく食事をすると、心身ともに満ち足りた気持ちになり、集まった人たちの親しさや理解が

[まります。会食は、家庭や社会において大切な役割を果たします。 TJp82

家族や友人との楽しい食事は、人と人とのつながりを深める場にもなります。 KJp23

もてなす人と招待される人がその時間を大切にした、心のこもった会食は、参加者どうしのつながりを深

ﾟます。 KJp70

家族全員で食べる朝食(家族そろっての点食の頻度の調査結果の表の提示) KJp74

8朝食など規則正しい食生活 下の絵のような食生活について、あなたはどう考えますか。(食生活のリズムについての図の提示) TJp18

生活のリズムをつくる。規則正しい生活は、生活のリズムをつくる。(図の提示)
TJp19

規則正しい食生活をめざそう〟嵐ｩ食を毎日食べるために、夜更かしをしないようにする。寝る前におや

ﾂなどを食べない。 TJp79

食事を3回に分けて摂ることは、生活のリズムをつくるうえでも重要です。 KJp23

毎日決まった時間に朝食を食べることで、規則正しい生活を送ることができます。
KJp63

配膳のしかた(図の提示) TJp33

食事のマナー 食事の作磨翌ﾉも関心をもち、いっしょに食事をする人に不快感を与えない食べ方や話

閧ﾌ選び方などに気を付けましょう。(箸・ナイフ、フォークの正しい使い方の図の提示) KJp73

10普段の料理の実践 なし

11食前・食後のあいさつ なし

12食べ残しを減らす努力 購入した食品は、適切な方磨翌ﾅ保存し、むだなく計画的に使い切るようにくふうします。 KJp35

台所ごみの3割以上が食べ残しで、そのうち3分の1が賞味期限切れなどで手つかずのまま捨てられる

H品、という調査があります。 KJp67

13食べ残しなど「もったいない」の意識 なし

14自分の地域の郷土料理や伝統食 地域の食材を使って調理しよう郷土料理調べと実践 TJp80

地域の食文化を見直そう＝スローフード＝ TJp85

地域に受け継がれてきた料理は、それぞれの地域や季節の主材をくふうして用いています。 KJp66

行事食や郷土料理をつくってみよう(図や写真の提示) KJp68

地域の大先輩(高齢者)に郷土料理を学ぼう KJp72

地産池消(地域の食材の利用) (写真の提示) KJp74

15行事食
その土地ならではの食材と調理磨翌�pいる郷土料理や、人生の節目や毎年の行事のさいに食べる行事

Hなどは、地域独自の料理として現代に伝わっています。 TJp2

TJニ「新編新しい技術・家庭家庭分野」東京書籍(平成17年)、 KJ＝「技術・家庭家庭分野」開隆堂(平成17年)、 p＝ページ

  「1食育と言葉の意味」は小・中学校家庭科教科書にない。農山漁村文化協会(2003)

の「地域に根ざした食生活コンクール・フェア」が平成15年「食育コンクール・フェア」

に改称された。今回、調査した家庭科教科書はそれ以降の出版であるので、食育と言葉の
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意味がそこに記載されるべきである。

 「3一②食生活の乱れ」について、小中学校教科書に朝食欠食などに関する記述は見られ

なかった。弾正を国民的運動として推進する理由は子どもの食生活の乱れによって健康が

心配されるからである。それゆえ、このことを示し子どもの心身の健全な発育のために食

育が必要である旨を教科書に記述すべきであろう。

 「3一③肥満や痩せすぎの問題」については小中学校教科書の内容に該当する記述は見ら

れなかった。1984年、1994年の学校保健統計調査ではすでにこのことが明らかにされてい

る。このような事実を家庭科の中に記述することによって、食の重要性を理解することが

できる。

 「3一④生活習慣病の増加の問題」については小学校家庭科には記載がなく、中学校には

あった。それは肥満や高血圧の原因として考えられるTJP77「塩分や糖分調べ」であった。

KJP64「生活習慣病」はすでに2002年の文部科学省「学校保健統計調査報告書」で明らか

にされている。家庭科の衣食住＆保育の共通のキーワードは健康である。家庭科内容の系

統性を保つためにも、小学校家庭科で取り上げるべきあろう。

 「3一⑤食の安全確保」については小学校家庭科には記載がなく、中学校にはあった。そ

れはTJp36「生鮮食品の鮮度」、TJp38「消費期限と賞味期限」、TJp39「食品添加物」、

TJp40「食品の保存」、TJp66＆KJp59「食品安全基本磨浴v、KJp38「表示」、KJp38「食中毒」

などであった。食べ物は体内で消化吸収されるがゆえに安全でなければならない。小学校

家庭科でも調理実習はある。そこで、食品の選択や表示、食中毒について教科書で教える

ことが健康な生活に結びつく。

 「3一⑥食にまつわる文化や伝統」については小学校家庭科ではみそについて調べること

がTEp61KEp39に記載があった。みそは日本で昔から作られている加工食品であり、地方に

特徴があることをここでは学習させている。中学校では食文化、和食の良さ、梅の加工が

取り上げられていた。和歌山県政ニュース(2006) 「伝えよう和歌山の食文化」のWEBを

みると「日本古来の加工食品「白干梅」」を作る体験を通じて、次世代を担う子供たちに

郷土の食文化を伝承するとともに、和歌山の農産物への理解を深める」とあった。各地方

独自の食文化については小中学校家庭科で理解できる。

 「3一⑦食料の海外からの輸入依存」については小学校家庭科に記載がなく、中学校には

あった。それはTJp67の「食料自給率と輸入量」、KJp4の「不足した食糧」、KJp58の「日

本が最大の食糧輸入国」であった。日経ビジネスアソシエ(2009)によれば、コンビニ弁

当の時間切れによって1カ月平均で約50万円の商品が廃棄されている。もったいないこと

である。日本の食料事情について小学校から記載すべきである。

 「3一⑧消費者と生産者間の交流や信頼」については小学校家庭科には記載がなく、中学

校にはあった。それはTJP85＆KJP3の「地産地下」である。地元の農作物に目を向け、生

産者との交流によって、農作物をつくる大変さが理解できる。それは食に対する感謝の気

持ちを育むことにつながる。小学校教科書でも必要な内容である。

 「3一⑩大量の食料廃棄問題」は小学校家庭科に記載がなく、中学校にはあった。TJP66

「食べ残しの増加」TJP68「食品リサイクル磨浴vKJP4「食品の再利用」があり、食品の廃

棄量を減らす工夫を考えさせている。これは食に対する感謝の気持ちを育むことにつなが

る。小学生から学習すべきであろう。

 「3一⑪食に対する感謝の念の大切さ」について小中学校教科書の内容に記述は見られな
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かった。

「6栄養とバランス」について小学校家庭科では9カ所に、中学校家庭科では11カ所に記

述があった。TJP21「栄養素のはたらき」、TJP24＆TEp26，27＆KEp40＆KEp41「栄養素と食品を

組み合わせてとる理由」、TJP25「食品群別摂取量のめやす」、TJP25＆TJP26＆KJP56＆TEp62＆KEp85

「3グループに分けた栄養素と6つの食品群」、TEp63「主食、汁物、おかず」、TJP30＆TEp78

「家族のために栄養的にバランスのよい食事」、TJP31 r献立の点検」、KJP23＆KJP30「ど

のような食事か、食事の量」、KJp28「食事摂取基準」，KJp63「いっしょに食事していても

それぞれが食べたいものを食べる＝個食」、TEp85「栄養バランスのとれたお弁当」、KEp83

「バランスのよい食事の見直し」が示されていた。食品を組み合わせてとる理由として「体

に必要な栄養素全てをちょうど良い割合で含んでいる食品はない。だから、いろいろな食

品の組み合わせが必要である」は、非常に説得力がある。しかし、具体的にバランスのと

れた食事としてどのように把握したらよいのだろうか。教科書には記載されていないが、

農林水産省による「食事バランスガイド」は食生活をチェックする上で、簡便な方磨翌ﾅあ

る。これを小中学生に活用させてもいい。

 「7食を通じたコミュニケーション」について、小学校家庭科で5カ所に、中学校家庭

科で5カ所に記述があり、家庭科でこのことは学習できる。TEp6，7「食事の時間は家族が

心をふれあわせることができる」TEp84「食事をすることによって、おたがいのつながりを

深めあう」TEp85「食事の時間は楽しく話し合いながら」KEp52「菓子や飲み物があると楽

しくなる」KEp88「食事をするとき、会話を楽しむ」TJp75「だれかといっしょに食事をす

ることで、よりおいしく感じたり、気持ちが豊かになる」、TJP82， KJP23、 KJP70「食事を

すると集まった人たちの親しさや理解が深まる。つながりが深まる」、KJp70「家族全員で

食べる朝食」が示されていた。食が果たす役割として円滑なコミュニケーションや人間関

係を深めることがあることについて、なかなか理解しにくいのではないだろうか。しかし、

このことを教科書で示し、会食などで実感させることは重要である。

 「8朝食など規則正しい食生活」について小学校家庭科では3カ所に、中学校家庭科で

は5カ所の記述があった。KEp54， KEp55「朝食を食べられるような生活時間の見直し」KEp88

「朝食の必要性」TJP 18＆TJP 19＆TJP79＆KJP23＆KJP63「食生活リズム」があることから、家庭

科でこのことを学習できる。小学生の高学年や中学生は受験などで生活リズムを崩しがち

である。それゆえ、朝食が果たす役割について教科書で理解させる必要がある。

 「9食事に関する礼儀作磨浴vについて小学校家庭科では1カ所に、中学校家庭科では2

カ所に記述があった。TEp61＆TJP63「ごはんとみそしるの配膳例」KJP73 f食事のマナーと

して相手に不快感を与えない食べ方」があった。Benesse食育研究所通信(2007) 「母親

が実行したい「食育」とは？一意識と実践のギャップを見る一」に母親が最も子どもに身

につけさせたい食育は礼儀作磨翌ﾅあるが、実践できていない。その理由は「母親自身が礼

儀作磨翌�mらないから」であった。本来、礼儀作磨翌ﾍ家庭で教えるべきだが、それができ

なければ学校教育で協力して行う必要がある。小中学校家庭科で礼儀作磨翌�揩竄ｷべきで

ある。

 「10普段の料理の実践」について、小学校家庭科では1カ所に、中学校家庭科ではなか

った。TEp76「まかせてね！きょうのごはん」のタイトルが示しているように家庭で料理実

践が扱われているが、中学校教科書にはない。

 「11食前・食後のあいさつ」について小中学校教科書に記述は見られなかった。礼儀作
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磨翌ﾆして、このことを教科書に入れることも考えられる。

 「12食べ残しを減らす努力」について小学校教科書では記載がなく、中学校教科書では

2カ所あった。KJP35「購入した食品の計画的な使用」KJP67「賞味期限切れ食品が台所ご

み」である。このことは食に対する感謝の気持ちと関連している。小学校でも扱うべきで

ある。

 「13食べ残しなど「もったいない」の意識」について小中学校教科書では扱われていな

かった。ここも「12食べ残しを減らす努力」と同様の扱いをするべきである。

 「14自分の地域の郷土料理や伝統食」について小学校家庭科では1カ所に、中学校家庭

科では6カ所に記述があり、家庭科で学習できる。KEp84＆KJp74「地産地消」であり、地域

特有の産物を理解することで、それを使った郷土料理としてゴーヤチャンプルなどが図示

されている。TJ60＆KJP68「郷土料理実践」TJP85＆KJP72「食文化、郷土料理の見直し」KJP66

「郷土料理の説明」があり、地域の人たちとの交流も学習できる。

 「15行事食」について小学校家庭科にはなく、中学校家庭科では記述が1カ所あった。

TJp2「行事の際に食べる行事食は地域独自の料理」があった。特に年中行事について児童

は楽しみにしている。小学校教科書でも扱うべきである。

3. まとめ

 内閣府(2007) 「食育に関する意識調査」の項目について小中学校家庭科教科書にどの

ように扱われているかを明らかにした。

1) 教科書で多く扱われていた項目を順に示すと「栄養バランス」〉「食を通じたコミ

ュニケーション」〉「朝食など規則正しい食生活」であった。

2) 教科書で扱われていなかった項目は「食生活の乱れ」「肥満や痩せすぎの問題」「食

に対する感謝の念の大切さ」 「食前・食後のあいさつ」であった。

 学校での食育推進については、まだ始まって日が浅い。今回の結果から、食育として扱

われている項目が教科書の中に多く記載されていることがわかった。さらに家庭科では「礼

儀作磨浴vなどの食育に関する項目を扱うことで食育は充実すると考えられる。
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